














































0文選・局都賦 O陶淵明・帰去来辞 O史記 O醇能・老圃堂詩 O文
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選・君子行 O礼記・玉藻 O礼記・曲礼 O荘子・大宗師 O広列仙伝
O漢武内伝 O韓退之詩 O五燈会元・太原字上座伝 O五燈会元・十
九・五祖法演伝 O禅録 。山谷内集・序 O南史 O南史・勝曇恭伝
0楊亀山文集・ 三十八・老圃亭詩 O論語・学而篇 O孟子・告子下篇
0孟子・万章篇 O論語・子路篇 O孟子・膝文公上篇 O詩・幽風・七








































































































































































































































































































































































の詩論とその摂取』（明治書院、 一九八二年） ・中編 ・第一章 ・第四節「林羅山」、鈴木健一 「林羅山
の漢詩文一面J（『国文学解釈と鑑賞J、一九九二年三月号）、同「林羅山の文学活動」 （『国文学解釈と
鑑賞j、二00八年十月号）などがある。
＊討議要旨
楊昆鵬氏は、日本文学において古くから 『古文真宝』は参照されてきたが、羅山は主に文章の「構
造」に着目したと解釈してよいのか、と確認し、発表者は、そのとおりである、羅山はたとえば欧陽
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修「酔翁亭記」の文章構造を細部まで分析し、自著「恒亭記」の文章に活かしている。詩文の手本を広
範に求めた羅山であったが、特に 『古文真宝後集jを重視したことは間違いない、と補足した。
ロパート・キャンベル氏は、近年では羅山の書いた怪談や和文についての論考、あるいは伝記研究
などがなされつつあるが、本発表のように根源的な文体研究はもっとも望まれるものである。今後も
掘り下げていってほしい、と感想を述べた。
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